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領』（平成 30 年 3月公示）に新たに定められた「総合的
な探究の時間」に関し、その学習活動としての生徒間の


















On the ‘Dialogue’ and ‘Co-operation’ in Japanese High Schools’ Integrated Studies:




















































































２．‘ 大衆人’ と ‘ 非大衆人’







ガ（José Ortega y Gasset：1883-1955）の『大衆の反逆』


























































































































































































































































成 30年 7月）の記述を中心に検討を行う 24。なおこれ以
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Class management by using the class itself as implementation of education method and how 
curriculum design should be
山崎　吉朗
要　　旨
　新しい学習指導要領では、従来の講義型の授業をアクティブラーニング、主体的・対話的で深い学びの
授業に改善していくことが改革の中心となっている。教職の講義でもそれは求められる。方法論を学ぶだけ
でなく、講義そのものがアクティブラーニングの授業となり、受講者が授業を通してそれを体現し、学校現
場に入った時に今度は指導者として実践できるような講義にしなければならない。そのように授業を構成、
運営してきた。本報告ではその試行錯誤を多人数の授業でどのように実現して来たかについて報告する。
キーワード：アクティブラーニング、学びの共同体、LMS、グループ活動、教育方法
